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本書『技術者の視点』は、技術者として実際に仕事をしている方はもちろん
のこと、技術系のマネジメントに携わっている方、あるいは技術者の卵である
学生の方に手に取っていただくことを目的として執筆した。

筆者は常々、「変えることのできないものを受け入れるだけの冷静さと、変
えることのできるものを変えるだけの勇気、そして変えることのできないもの
と変えることのできるものとを識別する知恵」を持ちたいと願っている。これ
はアメリカの神学者であるラインホルド・ニーバー（Reinhold Niebuhr）による

「ニーバーの祈り（Serenity Prayer）」として知られているもので、日本ではビ
ジネスマンが座右の銘にしていたり、社長の年頭挨拶に使われたりしている。
また、宇多田ヒカルさんが「Wait & See〜リスク〜」の歌詞に引用していると
言われたりもする。

技術者は自ら考え行動する存在であり、今よりもっとよい方法を模索し続け
るべきであると筆者は考えている。一方で、変えることのできないものと、変
えることのできるものとを見分けるために、根幹をなすものを明らかにしてお
く必要があると考える。少しでもその一助になればということを目指して、本
書を作成した。

金沢工業大学では、社会の中で活動する技術者の役割などを学ぶための教育
を、授業科目「技術者入門Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を皮切りに「技術者と社会」へと続け
て実践して来た。現在は、技術者が置かれている状況やマネジメントの要素を
整理して、「技術者と持続可能社会」を必修科目として全学部・全学科を対象
に開講している。先輩諸氏が積み重ねて来られた知恵とご尽力に敬意を表する
とともに、これまで引き継ぐことができたことにこの場を借りてお礼申し上げ
る。

本書では、地球や社会の中でおかれた環境を踏まえ、技術者が仕事をするう
えで素養として修得しておくべき事項として、各章に次の 7 つのテーマを取り
上げ、コンパクトにまとめている。

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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《7つのテーマ》
第 1章　Market、Customer（市場、顧客）
第 2章　Company、Engineer（会社、技術者）
第 3章　Quality（品質）
第 4章　Cost（原価）
第 5章　Delivery（デリバリー）
第 6章　Safety（安全）
第 7章　Innovation（イノベーション）

7つのテーマについて、英語で提示していることを奇異に感じる方がいらっ
しゃるかも知れない。日本語訳が元来の意味を歪めたり、誤解に繋がることを
いくらかでも減らすため、テーマごとに英語から日本語への置き換えのステッ
プを敢えて踏ませていただいた。煩わしさを伴うかも知れないが、ご理解をい
ただき、ご容赦願いたい。
2025 年 1 月

藤井　寛
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